

















































































































































































No 項 目 の 内 容 第1因子 第2因子 共通性
第１因子 同意（α＝.736）
10 悩みを抱えているとき .747 .028 .560
8 悲しみやつらさに打ちひしがれているとき .703 .101 .504
11 さびしさを感じるとき .632 .262 .468
3 とても頭にくることがあり，胸の中にしまっておけないとき .437 .239 .248
第２因子 相談（α＝.674）
14 未知の状況を前にして，不安が高まっているとき .262 .699 .557
7 自分だけがみんなと違うのではないかと不安になるとき .090 .616 .388
1 自分の考えや選択が正しいかどうか不安で，確かめたいとき .171 .580 .366
6 相手から好意を得たいとき .043 .477 .229
13 重大な決断を迫られ，迷っているとき .064 .229 .057
固有値 1.755 1.622 ―
寄与率（累積寄与率） 19.503 18.018 37.521
Table2 SMI12項目の因子分析結果（varimax回転後）
No 項 目 の 内 容 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 共通性
第１因子 相手の尊重（α＝.724）
18 相手が自分と係わりあるため .714 .072 .091 .048 .526
8 相手が本人のことを話したため .665 .214 .208 -.026 .531
11 礼儀であるため .587 .279 -.041 .216 .471
3 相手との親密な人間関係を作るため .488 -.008 .046 .033 .241
第２因子 衝動的回避（α＝.804）
20 誤って口にしてしまったため .143 .931 .155 .194 .950
21 話題が他にないため .252 .632 .094 .248 .533
第３因子 情動開放（α＝.706）
1 自分の気持ちを分かってもらいたいため .016 -.053 .711 .400 .668
19 気分が高まって（落ちこんで）いるため .225 .203 .670 -.066 .544
3 自分の中にしまっておきたくないため .050 .069 .661 .057 .447
第４因子 意図的な自己呈示（α＝.679）
5 人と同じであること，違うことを示すため .192 .205 .027 .677 .538
4 相手からの評価を得るため .112 .006 .223 .634 .464
6 自分のイメージを変えたり，保ったりするため -.087 .246 -.009 .573 .397
固有値 1.728 1.546 1.529 1.506 ―

















































No 項 目 の 内 容 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 共通性
第１因子 情動開放（α＝.709）
E2 自分の気持ちや考えを誰かに理解してほしいとき .784 .028 .241 .125 .689
E3 とても頭にくることがあり，胸の中にしまっておけないとき .665 .069 .077 .253 .517
O3 自分の中にしまっておきたくないため .581 .073 .177 .182 .408
E4 良いことがあり，うれしくてたまらないとき .364 .083 .223 -.195 .228
第２因子 状況への対応（α＝.745）
O20 誤って口にしてしまったため .171 .874 .029 .150 .816
O21 話題が他にないため .066 .775 .249 -.054 .670
O15 その場の雰囲気に合わせるため -.016 .458 .247 -.089 .279
第３因子 他者との関係維持（α＝.687）
E6 相手から好意を得たいとき .095 .170 .777 -.048 .644
O4 相手からの評価を得るため .256 .170 .553 -.093 .409
E14 未知の状況を前にして，不安が高まっているとき .222 .090 .492 .289 .383
E7 自分だけがみんなと違うのではないかと不安になるとき .155 .156 .420 .152 .248
第４因子 共感的サポート希求（α＝.685）
E8 悲しみやつらさに打ちひしがれているとき .056 -.029 .120 .893 .816
E10 悩みを抱えているとき .283 .003 -.022 .558 .392
固有値 1.792 1.683 1.612 1.411 ―




















































No 項 目 第1因子 第2因子 第3因子
第１因子 充実感
充実13 毎日，毎日，変化のない単調な日々でつまらない -.991 .235 -.019
充実 5 毎日の生活に退屈している -.845 .204 .090
充実 9 生活に充実感で満ちた楽しさがある .626 .180 .004
充実 1 毎日の生活にはりがある .623 .119 -.018
充実17 私は生きがいのある生活をしている .563 .413 .015
充実12 私は価値のある生活をしていると思う .441 .332 -.037
第２因子 責任感
充実10 自分の信念にもとづいて生きている -.057 .705 -.043
充実 4 私には毎日の生活の中で何かへの使命感がある .052 .629 .285
充実16 自分の責任を果たすことに喜びを感じる -.170 .582 -.056
充実20 毎日の生活の中でものをやり遂げる喜びがある -.022 .578 -.216
第３因子 孤独感
充実 3 私一人が取り残されているようで寂しい .086 .081 .803
充実11 誰も私を相手にしてくれないような気がする -.002 -.202 .551
充実15 自分がなさけなく嫌になる -.225 .070 .459










































No 項 目 第1因子 第2因子 第3因子
第１因子 自己イメージの提示
動機20 自分のイメージを保つため .746 -.063 -.045
動機18 人と違うことを示すため .697 -.120 .078
動機19 自分のイメージを変えるため .674 -.187 .157
動機21 その場の雰囲気に合わせるため .612 .079 -.149
動機16 相手からの評価を得るため .519 .252 -.079
動機17 人と同じであることを示すため .516 .081 .218
動機23 話題が他にないため .501 .060 .045
動機 6 相手から好意を得たいため .425 .302 -.076
動機22 誤って口にしてしまったため .407 .120 .027
第２因子 共感的サポート希求
動機 4 よいことがあり，うれしくてたまらないため .008 .736 -.098
動機 2 自分の気持ちや考えをだれかに理解してほしいため -.018 .585 .098
動機 9 思いがけない発見をしたため .083 .570 -.227
動機14 未知の状況を前にして，不安が高まっているため .139 .506 .074
動機13 重大な決断を迫られ，迷っているため .021 .493 .019
動機 1 自分の考えや選択が正しいかどうか不安で，確かめたいため .113 .469 .101
動機 3 とても頭にくることがあり，胸の中にしまっておけないため -.136 .459 .214
第３因子 受容的サポート希求
動機12 全てが虚しいような思いに捕らわれるため .106 -.225 .871
動機11 さびしさを感じるため .100 .041 .673
動機 8 悲しみやつらさに打ちひしがれているため -.029 .296 .520
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